
札幌気象業務 150 周年式典 気象庁長官 挨拶 

 

 

本日、札幌気象業務 150 周年記念式典の挙行にあたり、ご多忙の中、多数の

ご来賓の皆様にご臨席を賜りましたことに、深く感謝申し上げます。 

 

気象庁の前身である東京気象台は明治８年６月に気象業務を開始いたしまし

た。その翌年には札幌において気象観測が始まり、本日、150 周年という大き

な節目を迎えました。この歩みは、北海道における気象業務の歴史であるとと

もに、我が国の気象行政の発展を支えてきた歴史でもあります。 

この長きにわたり札幌管区気象台を支えていただいた、地方公共団体をはじめ

関係機関の皆様、そして地域の皆様のご理解とご支援に改めてお礼申し上げま

す。 

 

北海道は、広大な面積と多様な気候特性を有し、暴風雪や大雨をはじめ、地

震や火山活動も特に活発な地域として、さまざまな自然現象と向き合ってきま

した。加えて、近年では地球温暖化の影響が見られており、短時間での強い雨

が増えるなど、北海道の気候にも変化が生じています。札幌管区気象台は、こ

うした北海道の自然と社会に寄り添いながら、長年にわたり地域の安全・安心

の確保に重要な役割を果たしてまいりました。 

 

近年、我が国のみならず世界各地で自然災害の激甚化・頻発化が見られるほ

か、気候変動への関心も高まっており、気象業務に対する社会の期待はますま

す大きくなっていると認識しております。 

気象庁では、静止気象衛星やスーパーコンピュータ、ＡＩ技術など最新の科

学技術を活用し、線状降水帯や台風などの予測精度の向上、気候変動の監視・

予測、さらには地震・火山観測体制の強化に鋭意取り組んでいるところです。

このような不断の研究開発と技術革新に加えて、自治体をはじめとする関係機

関や地域の皆様との緊密な連携により、国民の命と財産を守り、安全・安心な

社会の実現に貢献するという私たちの使命を果たして参る所存です。 

 

札幌管区気象台が、これまで築いてきた信頼と実績を礎として、今後も北海

道における気象業務の中核として、その役割を果たすことを期待しておりま

す。 

また、気象庁といたしましても、国民の命と暮らしを守るという使命のも

と、気象業務のさらなる発展に全力で取り組んでまいりますことをお誓い申し

上げ、私の挨拶といたします。 

 

令和８年９月１日       

気象庁長官  野村 竜一 


